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は、狭義には親族の女性のセクシュアリティの保護／管理を通じて維持される個人や集団（家族・親族、村落共同体、民族など） 名誉をさす。ある女性のナームスは、彼女の家族や親族全 のナームスでもあることになる。これにたいし広義のナームスは、正直さの道にかなっていることやそのことによって尊敬されること 自尊心などを含む。ナームスを守ることはしばしばイスラムの教え して語られるが、その起源はイ ラム以前にさかのぼる。ナー スに類似した概念 、地中海沿岸から中東、南アジアに けて 地域を中心に、広く観察さ 。　
オスマン帝国の崩壊を経て一九
二三年に成立したトルコ共和国では、イスラム的封建的社会秩序を打破するため 女性の地位改革の必要性が唱えられ、女性はスカー
フをはずし、学校教育を受け、社会に進出することが奨励された。またスイス民法を模範とする世俗的民法の制定（一九二六年）を通じて、一夫多妻が禁止され、女性からの離婚の申し出が可能になるなど家族関係の近代化 はからた。同じ年に制定された刑法が、二〇〇四年に改正されるまで、名誉殺人を減刑の対象とし続け ことに象徴されるように、国家はナームスの概念 支持し維持する役割も果たしてきた。だがトルコ社会においては、一連の改革を経てナームスは基本的には近代化になじみにくい、伝統的で宗教的な価値観として位置づけられ といえよう。　
そのナームスは、一九九〇年代
半ば以降、女性への暴力との関係で世論の注目を集めるよう なる。きっかけは、高校や学生寮で素行







アジ研ワールド・トレンド No.247（2016. 5） 50
一三・八％にたいしＳ区は二一・七％、六歳以上の女性の非識字率は、イスタンブル市全体で一〇・五％にたいしＳ区は二〇・〇％であった。男性は 日雇いの建設労働者や荷運び人夫などインフォーマルセクターの仕事に就くものが多い。　
Ｓ区の人びとのあいだでは、女





























価値と てこれほ 重視さ るナームスだが、 会話でナームスという言葉が使われることはあまりない。たとえばある女性の振る舞いにつ て話すのにナームスいう言葉を口にすれば、ナームスが問題になって るこ になり、それだけで彼女のナームスは傷つきかねないからである。会 のなかでナームスを話題にす なら、具体的な名前を出すことは控えれる。ナームスが傷つくことが「 （当該女性の）名前が出る」と表現されることを示すように、ナームスは、不適当とされる振る舞
に及んだ場合だけでなく、そうした振る舞いをしたと噂されるだけで傷つきかねない。●女性の居場所と帰属　
では、ナームスの保護を理由に




じているからだった。夫は、イスタンブルの「もっと進んだ地区」でも働 た経験があるので、「自分は開明的で嫉妬などしない」というが、彼女にとって夫に嫉妬され行動を制限されることはむしろ好ましいことだった。　「嫉妬するのは、相手を守るということです。家族にたいして献身的ということです。嫉妬しないのは、た えば戸口の外で通りがかりの人 話していても、何もいわないということ。焼きもち焼き ら、ことは受け入れられません。夫は、よそ者だけでなく、村の人とも私が話すのをいやがります。守るというのはそういうことです。嫉妬しなければ、その家にはみんなやってきて、ほら、あその亭主は焼きもちを焼かな という。何をされて いい だ、関心をもたないのだ 」 。彼女によれば、誇りある男性 ら、家族に恥ずかしい思 をさせない。家族を守らない男性 無責任だ。女性は夫に守られるべきで、自由に生きるのはだめだという。
　
インジにとって、夫から嫉妬さ




クシュアリティに干渉され、ナームスを守られることが、られているという安心感や誰かの妻であり娘であるという帰属感に通じていること 示している。たしかに彼女たちのような女性ばかりでなく、あれこれ われ こと
































し、ナームスを守るため慎み深い行動を命じることなど 幅広い意味が含まれる。サビハはここではナームスを守るために行動を制限するという意味で使っている。サビハにとって、妻子の扶養は夫の責任であり、夫 その責任を放棄しながら、彼女に嫉妬して働きに出さないのは、 「正常ではない」 。　
サビハの語りの背景には、調査
地に暮らす多く 女性は夫や親族に経済的に依存せざるを得ないという事情がある。失業 増加と雇用の不安定化 より、夫ひとりの収入に依存する生活はますます困難になりつつある。そもそもイスタンブルのような都会では現金がなければ何も手 入らない。 「村
では牛乳を飲んで、ヨーグルトを作っていた。村では青い野菜も肉もほしいと思わなかった。肉は月に一度だ たし、果物を食べようとも思わなか た。お金を使わなかった。私たちは羊飼いだったから村でも貧乏だった。でも粉でパンをつく て食べていた。ここでは干か びたパンすら口に入らない。村でも貧しかったけれど、ここでは働く そう なければ飢える。お金を払わなければ何 手に入らない」 （三〇代女性）のである。　
そのためサビハのように、失業
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日常のなかの名誉―トルコ・イスタンブルの事例から―












私を守 権利 ない」という。パンタロンは腰の形が出る め、保守的な人びとは女性が身に着けることを嫌がる。エズギは独身時代にスカーフをかぶっていなかったが、結婚後は夫方の親族に合わせてかぶりはじめたしかしもう服装の で文句いわれてもいうことをきくつもりはないという。　
夫方の親族から助けを得られ




エズギにとっても経済的に支援せずにナームスにだけ干渉するのは不当なことに思えた。だが彼女は、義理の姉たちの干渉は経済的な支援がないかぎり受け入れがたいのにたいし、夫の干渉は、彼が扶養責任をほとんど放棄しているにもかかわらず、むしろ歓迎している。夫には誰に会うのか どこ 泊まるのかと関心を持ってほしいし、嫉妬してほしい。エズギにとって夫の干渉や嫉妬 、夫が彼女を大事に思っていること、彼女を愛ていることの証であった。　
エズギはまだ一〇代のころ、近




インジの話を横で聞いてい メフメットは、次のように語り出し　「女房がカフェに行けば、俺よりもっと顔のいい男をみつけて恋人になる。そんなことになれば、俺の手は血に染まるだろう」 。　「俺たちにはナームスというものがある。金持ちは、女がほか男と話せば恋愛している いう。新聞に誰と誰が恋愛関係とか書いてある、あれだ（タブロイド紙の芸能人のゴシップ記事を指している） 。でも俺たち労働者や貧困層は、同じことをすれば売春しているという。俺たちは金持ちよりもナームスを大事にする。でもこれは教育を受けることで変化 る。女の友達というものが可能にな俺が党と関わっていなかったら、あんたと並んで歩 たりしなかった。俺たちに そういう考えがあるんだ」 。　メフメットはインタビューさせ
てもらえる女性を探していた筆者
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を、一日かけて地域の知り合いに紹介して回ってくれたが、これは彼が当時 中道左派系の自由連帯党（ÖDP）の活動に関わり、男女は共に活動に参加し対等に議論すべきことを学んだから可能になったことで、そうでなければ親族以外の女性と――当時筆者は三〇代終わりで彼 一〇歳以上離ていたのだが――並んで歩くことはありえなか というのである。　
その後二人は結婚し、インジた




てお化粧したいのに。私は村ではもっとモダンに暮らしていました。村の人は無知だと思われているけれど、私は中学まで出 し」　「村でもお洒落に興味があったし、 身ぎれいにしていました。 （なのに今は、とい たげに）夫からプレゼントがほしい。今までもらったことがありません。食卓を整えてキャンドルを灯した ロマンチックにしたい。特別な日はお祝いしたいのです。結婚記念日とか誕生日とかヴァレ タインデーとか。私のことを好きといってほしいのに、それもいってくれなくて、 『わ ってないのか？』 かいうのです。家族につ てのテビ番組をみて ると こういうのはどこの家でも同じらしい。私ちだけではないようです。プレゼントを買ってほしいし、サプライズをしてほしい。女性なら誰だってそうしてほしいのに」 。　だがメフメットは、夫婦の間で
贈り物をするのは、 「海沿い（ボスポラス海峡を見下ろす高級住宅地を指す）に住んでいる連中」だけだという。アイシェは息子の一歳の誕生日を祝いたいが、メフメットはそれも許さな 。 「









身の女性にとり都会の主婦が今でも強い憬れであることがあ 。村の女性にとって都会で主婦になることは、重労働からの解放 ともに、豊かな消費生活や社 階層的な上昇を意味する。そのよう 豊かさは、結婚記念日やヴァレンタインデーに贈り物をして祝うような、ロマンチックな夫婦関係を演出する豊かさでもある。　
また都会で主婦になれば、姑な
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ィと関係していることも伺える。メフメットは、金持ちなら恋愛というところでも、自分たちにとっては売春同然だ、自分たちは金持ちよりもナームスを大事にす という。メフメットがいう金持ちとは、海沿いの高級住宅地の住人をはじめとする人びとであり、夫婦で贈り物をしたり子どもの誕生日を祝う習慣をもち、 の目からみれば、いわば西洋かぶれである。彼ら 男女の関係も自由で、 西洋風である。一方、 「俺たち」は、トルコやイスラムの伝統に忠実であり バイラムを祝い イスタンブルに来たからといって浮き足だったり しない。メフメットは、ナームスについて語りながら、「連中とは違う俺たち」を正当化し、労働者、貧困者、 るいは村の人間という階層的アイデンティティを再生産しているのである。　
もっとも、 このように頑なに 「西
洋風」を忌み嫌うメフメットだがナームスの考え方は教育を受けことで変化すると語っていることに注意したい。彼は、左派系の政党活動を通じて民主主義や男女平等などの思想に触れたことで、親族ではない男女が友人や同志 なりうることを学び、それまでの見
方が変わったと述べている。トルコ社会では、学校教育は近代性を象徴する。そうし 教育――メフメットにとって 左派の政党活動が学校であった――を受けることで、伝統的慣習に縛られない社交が可能だ、というのである。●おわりに　「ナームスがない奴だ」 。　Ｓ区で男性が相手をそう罵れば、
暴力沙汰に発展しかねない。ミドルクラスの若者のあいだでは 今やこうした言葉は重みを失い、 「他人の妻をみる」ことがナームスを傷つけるという感覚も失われてる。だがＳ区の人びと あいだでは今でもナームスは重い である。ただし、ここまで てきたように、Ｓ区 暴力に結びつくだけではなく、さまざまな顔を持ち 変化も起きている。　
変化のひとつは、経済的不安定
が増す か、Ｓ区の人びとにとって扶養を通じたナームスの保護のしくみ 困難になりつ あるこである。サビハとヌライのように、扶養されずに行動だけ制約されと嘆く女性は、今後ま ます増えるかもしれない。もっとも、こうした状況で当惑しているのは、女
性以上に男性であるかもしれない。男性にとって妻子を養えないことは、ナームスの保護者としての面目を失うことであり、大きなストレスとなるからである。　
また、ナームスを愛情の問題と










































































⑤――― 「トルコの名誉殺人」 （ 『ア
ジ研ワー ルド・トレンド』N
o.233 、二〇一五年） 。
⑥ヨナル・アイシェ『名誉の殺人
――母、姉妹、娘を手にかけた男たち』安東建訳、朝日新聞出版、二〇一三年。
